
て
か
ら
で
あ
る
。

ふ
た
り
の
市
長

●
横
浜
の
黄
金
時
代

　
こ
と
し
は
ち
ょ
う
ど
開
港
一
二
○
周
年
、
市
制
施
行
九
〇
周
年
に

あ
た
っ
て
い
る
。
な
が
い
市
政
の
う
ち
で
、
戦
前
の
貿
易
商
業
都
市

と
し
て
の
横
浜
の
黄
金
時
代
は
、
明
治
四
〇
年
以
降
の
ほ
ぼ
一
〇
年

間
と
い
え
る
だ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
最
盛
期
へ
の
足
が
か
り
を
つ
く

っ
た
の
は
、
四
代
市
長
市
原
盛
宏
で
あ
る
。
市
原
市
長
は
新
島
襄
門

下
の
同
志
社
出
身
（
エ
ー
ル
大
学
卒
業
）
で
、
そ
の
こ
ろ
第
一
銀
行

の
横
浜
支
店
長
だ
っ
た
が
、
か
ね
が
ね
横
浜
港
の
発
展
と
横
浜
の
工

業
都
市
と
し
て
の
成
長
を
持
論
と
す
る
積
極
論
者
だ
っ
た
の
を
み
こ

ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
市
原
市
長
の
か
つ
ぎ
だ
し
に
反
対
し
た
一
派
は
、
市
長
は
市
の
吏

員
を
登
用
す
れ
ば
よ
い
、
他
の
大
人
物
は
無
用
で
あ
る
と
主
張
し
た

が
、
結
局
投
票
に
よ
り
積
極
派
が
勝
を
占
め
た
。
市
原
市
長
は
明
治

三
六
年
一
月
か
ら
三
九
年
五
月
ま
で
約
三
年
半
そ
の
職
に
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
横
浜
発
展
の
方
向
づ
け
が
こ
の
間
に
な
さ
れ
た
。

1
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市
原
市
長
は
、
就
任
半
年
後
の
七
月
七
日
、
横
浜
会
館
で
今
後
の

市
政
に
つ
い
て
自
己
の
見
解
を
の
べ
、
市
民
の
協
力
を
要
望
し
た
。

市
原
が
市
会
だ
け
で
な
く
、
市
民
に
も
訴
え
た
の
は
、
「
横
浜
市
長

空
前
の
快
挙
」
で
あ
る
と
、
当
時
の
新
聞
は
報
道
し
て
い
る
。

　
演
説
の
要
旨
は
、
「
今
日
ま
で
の
横
浜
の
発
達
は
受
動
的
な
発
達

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
期
は
終
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
動
的
即
働
き

か
け
の
発
達
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
産
業
基
盤
整
備
、
生
活
基

盤
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
を
検
討
す
る
都
市
政

策
に
関
す
る
委
員
会
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
」
。
産
業
基
盤
整
備
に

は
、
港
湾
の
設
備
完
成
、
交
通
機
関
の
設
備
完
成
、
商
取
引
関
係
の

改
善
、
市
内
工
業
の
興
起
発
達
の
四
点
が
重
点
と
さ
れ
た
。

　
一
方
、
生
活
基
盤
整
備
に
は
、
衛
生
設
備
の
改
善
、
教
育
事
業
の
。

発
達
、
慈
善
事
業
の
奨
励
整
理
、
図
書
館
の
設
立
、
美
術
館
・
公
園

な
ど
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
施
設
の
設
置
を
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
、
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
そ
の
他
欧
米
近
代
都
市
の
例
を
あ
げ
て
強
調
し
た
。

　
こ
れ
を
、
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
市
原
市
長
の
描
い
た
横
浜
の
将

来
像
は
、
産
業
港
湾
都
市
で
あ
る
一
方
、
近
代
的
な
都
市
政
策
に
よ

っ
て
整
備
さ
れ
た
住
み
よ
い
都
市
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
市
政
研
究

委
員
会
の
設
置
構
想
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
に
な
い
手
と
し
て
は
、

近
代
的
な
市
民
社
会
に
お
け
る
市
民
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
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産
業
基
盤
整
備
の
う
ち
、
港
湾
施
設
に
つ
い
て
は
、
横
浜
市
が
工

費
の
三
分
の
一
を
負
担
し
て
、
明
治
三
九
年
か
ら
第
二
期
拡
張
工
事

が
開
始
さ
れ
、
岸
壁
、
倉
庫
、
桟
橋
の
改
築
な
ど
、
こ
の
工
事
に
よ

っ
て
新
港
埠
頭
、
大
桟
橋
の
完
成
を
み
た
。
工
業
の
興
起
に
つ
い
て

は
、
明
治
四
四
年
、
帷
子
川
な
ど
の
改
修
、
工
場
地
帯
設
置
計
画
と
し

て
実
を
む
す
ん
だ
。
ま
た
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
三
六
年
に
調

外国商館（新90番外観）

査
と
研
究
に
対
象

を
し
ぼ
っ
た
横
浜

市
改
良
期
成
委
員

会
を
設
け
、
つ
い

で
三
八
年
に
は
市

原
を
会
長
と
し
た

港
湾
改
良
期
成
委

員
会
が
、
さ
ら
に

四
二
年
に
は
横
浜

経
済
協
力
会
が
発

足
し
た
。
な
お
市

原
は
市
長
辞
職
後
、

第
一
銀
行
に
も
ど

っ
た
が
、
四
四
年

朝
鮮
銀
行
総
裁
と
な
り
、
大
正
四
年
に
没
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
横
浜
市
の
産
業
基
盤
整
備
は
、
明
治
四
十
年
代
以
降

み
る
べ
き
成
果
を
あ
げ
、
途
中
保
土
ヶ
谷
町
な
ど
の
市
域
編
入
に
よ

る
二
万
五
千
人
の
転
入
も
あ
っ
た
が
、
市
の
人
口
は
明
治
三
六
年
の

三
二
万
人
が
一
〇
年
後
の
大
正
四
年
に
は
四
二
万
と
着
実
に
増
加
し

た
。
　
し
か
し
、
二
本
柱
の
い
ま
ひ
と
つ
の
柱
で
あ
る
生
活
基
盤
整
備
の

方
は
遅
々
と
し
て
す
す
ま
な
か
っ
た
。
大
正
元
年
（
一
九
一
一
）
に
、

当
時
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
紙
だ
っ
た
『
時
事
新
報
』
は
、
「
眠
れ
る
横
浜

市
政
」
と
題
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
評
し
た
。

　
衛
生
施
設
の
う
ち
、
「
未
だ
下
水
道
の
施
設
安
か
ら
ず
」
、
上
水

道
に
つ
い
て
も
「
設
備
不
完
全
に
し
て
、
夏
期
に
至
れ
ば
必
ず
長
時

間
の
断
水
」
を
み
る
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
道
路
も
「
一
度
雨
降
ら
ば

道
路
の
大
部
分
は
忽
ち
泥
濘
と
化
し
、
又
晴
天
に
黄
塵
万
丈
の
巷
」

と
な
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
風
致
上
の
施
設
を
み
れ
ば
「
一
つ
の
公
会

堂
な
く
、
一
つ
の
図
書
館
な
く
、
又
一
つ
の
教
化
的
娯
楽
機
関
も
」

な
き
惨
状
で
あ
り
、
救
済
機
関
に
つ
い
て
も
「
多
少
治
績
の
見
る
べ

き
も
の
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
」
こ
れ
ま
た
申
し
訳
的
の
も
の
に
す
ぎ

な
い
と
酷
評
さ
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
み
る
べ
き
も
の
と
し
て
は
、

瓦
斯
事
業
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。



　
富
国
強
兵
が
第
一
義
で
あ
っ
た
当
時
の
わ
が
国
で
は
、
生
活
基
盤

の
立
ち
お
く
れ
は
、
な
に
も
横
浜
だ
け
の
現
象
で
な
く
、
首
都
東
京

に
お
い
て
さ
え
、
下
水
が
不
備
な
た
め
到
る
と
こ
ろ
に
「
汚
水
停

滞
し
、
其
不
潔
と
臭
気
と
は
満
都
市
民
の
今
尚
不
快
と
す
る
程
の
有

様
」
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
市
民
社
会
に
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
段

階
で
、
都
市
は
田
舎
の
延
長
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
、
当
時
の
横
浜
市
政
は
消
極
財
政
だ
っ
た
。
横
浜
の
一
戸

あ
た
り
税
額
は
、
神
戸
・
大
阪
・
東
京
と
く
ら
べ
て
最
高
だ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
市
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
貿
易
商
が
握

っ
て
い
た
が
、
制
限
選
挙
制
下
に
あ
っ
て
、
有
権
者
の
大
部
分
は
地

主
・
家
主
層
が
占
め
て
い
た
。
こ
の
地
主
・
家
主
層
に
と
っ
て
は
、

商
工
立
市
へ
む
け
て
の
市
政
振
興
よ
り
も
、
消
極
的
な
緊
縮
財
政
の

方
が
税
金
の
関
係
で
望
ま
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
正
元
年
と

七
年
を
比
較
す
る
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
景
気
に
よ
り
、
市
内
の
工

場
生
産
額
は
八
・
八
倍
、
貿
易
額
は
二
・
八
倍
に
の
び
た
の
に
た
い

し
、
市
財
政
は
一
・
二
倍
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
大
正
九
年
の
戦
後
恐
慌
は
横
浜
財
界
に
大
打
撃
を
あ
た

え
、
つ
づ
い
て
三
年
後
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
横
浜
港
は
潰
滅
し

た
。
復
旧
工
事
は
震
災
後
五
〇
日
た
っ
て
か
ら
着
手
さ
れ
た
が
、
こ

の
震
災
を
期
に
、
横
浜
港
と
神
戸
港
の
地
位
は
逆
転
し
、
昭
和
二
十

1
4
　
ふ
た
り
の
市
長

年
代
の
終
り
ま
で
神
戸
が
日
本
第
一
の
貿
易
港
の
地
位
を
し
め
る
に

い
た
っ
た
。

●
震
災
の
あ
と
に

　
震
災
後
の
大
正
一
四
年
五
月
、
有
吉
忠
一
が
一
〇
代
市
長
に
就
任

し
た
。
有
吉
市
長
の
任
務
は
、
横
浜
の
震
災
復
旧
で
あ
っ
た
が
、
米

貨
公
債
を
募
集
す
る
こ
と
で
資
金
を
調
達
し
、
四
年
か
か
っ
て
大
規

模
な
復
興
事
業
を
な
し
と
げ
た
。
市
電
の
路
線
大
拡
張
に
よ
る
交
通

網
の
整
備
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
小
学
校
建
築
の
ふ
た
つ
が

重
点
事
業
だ
っ
た
が
、
お
か
げ
で
昭
和
二
〇
年
の
大
空
襲
の
さ
い
に

は
、
こ
の
小
学
校
だ
け
が
焼
け
の
こ
り
、
多
く
の
人
命
を
救
っ
た
。

有
吉
市
長
の
代
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
昭
和
二
年
、
横
浜
市
域
の
大

拡
張
お
よ
び
区
制
施
行
。
同
三
年
、
低
利
の
政
府
資
金
に
よ
る
子
安

・
生
麦
地
先
海
面
二
一
一
㌶
の
埋
立
に
よ
る
工
業
都
市
化
へ
の
転
換
、

滝
頭
塵
芥
焼
却
処
理
場
の
建
設
な
ど
の
懸
案
事
業
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
か

た
づ
い
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
戦
前
の
都
市
施
設
の
骨
格
は
ほ
ぼ
こ

の
時
代
に
で
き
あ
が
っ
た
。

　
太
平
洋
戦
争
中
、
外
国
貿
易
は
と
だ
え
た
が
、
す
で
に
重
化
学
工

業
都
市
と
し
て
の
み
ち
を
歩
ん
で
い
た
横
浜
市
は
、
昭
和
二
年
の
人

口
五
二
万
が
一
七
年
に
一
〇
一
万
と
ほ
ぼ
二
倍
に
な
っ
た
（
戦
前
は
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六
大
都
市
の
う
ち
人
口
は
一
番
下
）
。
そ
れ
が
二
〇
年
の
戦
災
に
よ

り
人
口
は
六
二
万
に
ま
で
急
減
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
五
年
の
水
準
で

あ
る
。
二
〇
年
五
月
の
空
襲
は
、
市
内
の
中
心
部
を
焼
野
原
に
し
、

港
湾
施
設
に
も
大
被
害
を
あ
た
え
た
が
、
敗
戦
後
、
一
転
横
浜
は
基

地
の
町
と
な
っ
た
。

昭和30年代初めの関内

　
神
戸
が
ア
ジ
ア
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の

港
で
あ
る
の
に
た
い

し
、
横
浜
は
ア
メ
リ

カ
一
辺
倒
の
港
だ
っ

た
。
百
年
近
い
交
流

が
あ
っ
た
わ
け
だ
か

ら
、
五
年
や
そ
こ
ら

の
戦
争
で
、
横
浜
人

に
鬼
畜
米
英
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
す
ん

な
り
耳
に
入
る
は
ず

が
な
い
。
そ
の
意
味

で
、
ア
メ
リ
カ
軍
の

占
領
に
い
ち
ば
ん
抵

抗
の
な
い
ま
ち
、
そ
れ
が
ヨ
コ
ハ
マ
だ
っ
た
と
い
え
る
。
五
月
二
九

日
ま
で
東
京
に
三
度
の
大
空
襲
は
あ
っ
て
も
、
横
浜
は
無
事
だ
っ
た

か
ら
、
横
浜
人
の
あ
い
だ
に
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
助
か
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
気
持
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

　
し
か
し
焼
か
れ
た
恨
み
よ
り
も
、
横
浜
で
商
業
の
中
心
地
や
問
屋

の
密
集
地
が
焼
野
原
と
な
っ
た
方
が
重
大
で
あ
っ
た
。
お
ま
け
に
港

湾
施
設
は
接
収
さ
れ
た
し
、
流
通
機
構
が
潰
滅
し
た
た
め
、
横
浜
の

戦
後
経
済
は
無
か
ら
や
り
な
お
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
戦
後
の
十

年
間
他
都
市
に
お
く
れ
を
と
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
戦
後
の
横
浜
は
実
に
市
街
地
の
六
割
が
接
収
さ
れ
、
山
下
公
園
が

米
軍
の
兵
舎
と
な
り
、
伊
勢
佐
木
町
に
鉄
条
網
で
仕
切
ら
れ
た
野
戦

病
院
と
小
型
飛
行
場
（
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
用
だ
が
）
の
あ
っ
た
時
代
で

あ
る
。
昭
和
二
十
年
代
は
、
わ
れ
わ
れ
庶
民
に
と
っ
て
は
最
低
の
生

活
を
し
い
ら
れ
た
貧
乏
時
代
だ
っ
た
が
、
米
軍
を
利
用
し
て
身
を
た

て
よ
う
と
し
た
一
群
の
人
び
と
に
は
、
わ
が
横
浜
は
一
獲
千
金
の
チ

ャ
ン
ス
の
渦
巻
い
て
い
る
ま
ち
だ
っ
た
。
野
沢
屋
百
貨
店
が
Ｐ
Ｘ
に

な
り
、
不
二
屋
が
Ｇ
Ｉ
食
堂
で
、
日
本
人
オ
フ
・
リ
ミ
ッ
ト
と
銘
う

た
れ
、
伊
勢
佐
木
町
に
お
っ
か
な
び
っ
く
り
足
を
ふ
み
い
れ
て
、
こ

こ
は
ど
こ
の
国
か
と
思
う
よ
う
な
数
年
間
が
横
浜
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

い
ま
で
も
鮮
明
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。



　
な
お
、
五
〇
年
に
前
回
の
白
書
で
、
市
内
に
県
下
接
収
地
の
半
数

の
一
四
か
所
が
あ
る
と
ふ
れ
た
が
、
そ
の
後
五
二
年
に
横
浜
ベ
ー
カ

リ
ー
、
五
三
年
に
横
浜
チ
ャ
ペ
ル
セ
ン
タ
ー
の
二
か
所
が
解
除
さ
れ

た
。
終
戦
以
来
の
接
収
面
積
一
、
六
〇
八
㌶
の
う
ち
、
五
三
年
六
月

現
在
で
解
除
面
積
一
、
〇
〇
四
㌶
、
未
解
除
面
積
六
〇
四
㌶
で
、
そ

の
う
ち
上
瀬
谷
通
信
施
設
が
二
三
七
㌶
を
占
め
て
い
る
。

高
度
成
長
と
と
も
に

●
ス
プ
ロ
ー
ル
は
じ
ま
る

　
昭
和
二
十
年
代
に
は
、
東
京
区
部
内
へ
の
転
入
は
、
き
つ
く
制
限

さ
れ
て
い
た
。
米
の
配
給
の
め
ど
が
た
た
な
か
っ
た
か
ら
だ
が
、
こ

の
た
め
あ
ら
た
に
東
京
に
職
を
得
た
人
々
は
、
住
居
を
二
三
区
の
そ

と
に
求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
ま
ず
ス
プ
ロ
ー
ル
は
お

米
が
原
因
で
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
東
横
線
の
沿
線
を
例
に
と
る
と
、
二
十
年
代
の
後
半
に
は
、
多
摩

川
を
渡
っ
た
川
崎
市
の
武
蔵
小
杉
や
元
住
吉
な
ど
東
京
に
近
い
と
こ

ろ
か
ら
農
地
が
宅
地
に
か
わ
っ
た
。
も
と
も
と
軍
需
工
場
の
多
か
っ

た
関
係
で
、
個
人
住
宅
よ
り
も
社
宅
が
多
く
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ

1
6
　
高
度
成
長
と
と
も
に

こ
が
う
ま
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
南
下
し
、
横
浜
市
域
へ
ひ
ろ
が
っ
て

き
た
。

　
低
地
で
は
綱
島
と
大
倉
山
の
あ
い
だ
が
、
四
、
五
年
の
う
ち
に
き

れ
め
な
く
つ
な
が
っ
た
。
そ
れ
か
ら
日
吉
・
師
岡
・
菊
名
・
篠
原
の

丘
陵
地
が
切
り
く
ず
さ
れ
て
住
宅
地
に
な
っ
た
。
こ
の
年
代
の
住
宅

地
の
条
件
は
、
駅
へ
歩
い
て
通
え
る
範
囲
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
駅

で
バ
ス
と
連
絡
し
て
い
る
の
は
綱
島
だ
け
で
、
鶴
見
や
大
棚
と
む
す

ん
で
い
た
が
、
本
数
も
す
く
な
か
っ
た
。
ま
た
二
十
年
代
の
後
半
、

東
急
は
将
来
田
園
都
市
線
の
沿
線
に
な
る
山
林
を
自
分
で
買
う
か
、

地
主
に
整
理
組
合
を
つ
く
ら
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
す
め
て
い
た
。

ま
だ
ま
だ
私
鉄
の
駅
の
す
ぐ
近
く
に
（
相
鉄
三
ツ
境
な
ど
）
家
賃
の

や
す
い
公
営
住
宅
が
ど
ん
ど
ん
つ
く
れ
た
時
代
だ
っ
た
。

　
日
本
住
宅
公
団
の
発
足
は
昭
和
三
〇
年
七
月
だ
が
、
翌
年
五
月
に

千
葉
の
稲
毛
団
地
が
で
き
あ
が
り
、
入
居
が
は
じ
ま
っ
た
。
ピ
カ
ピ

カ
の
ス
テ
ン
レ
ス
流
し
や
ガ
ス
台
、
水
洗
式
の
ト
イ
レ
、
ガ
ス
風
呂

な
ど
は
、
当
時
の
新
生
活
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
。

　
民
間
で
は
、
こ
れ
よ
り
さ
き
三
〇
年
の
一
二
月
に
第
一
生
命
住
宅

が
武
蔵
小
杉
の
駅
前
に
で
き
て
い
る
。
第
一
期
工
事
は
一
ニ
戸
ず
つ

の
九
棟
で
、
う
ち
八
棟
は
会
社
用
に
社
宅
と
し
て
分
譲
さ
れ
、
一
棟

だ
け
が
一
般
用
だ
っ
た
。
２
Ｄ
Ｋ
の
五
〇
㎡
で
一
戸
平
均
一
八
〇
万




